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192 -Abstract — 
A Study of Cooperation between High School and Police 
-A case of Practice on JUMP team in the Prefecture of Aomori-
HAYASHI Yukiyoshi 
<Purpose> 
When it surveys the cooperation situation of a school and the police, it is indicated to be going to 
promote cooperation in the daily relation for al students such as a prevention of drug abuse classes 
and a prevention of delinquency classes. and so on. This report indicates significance and the problem 
by promoting this daily cooperation through JUMP team in the Prefecture of Aomori. 
Student thought about the issue of delinquency to breed norm-<:onsciousness, and the police thought 
that it was effective to spread the consciousness in the whole school. In 1999, the police appealed to 
form JUMP team in a junior high school. the high school. In 2011. litle JUMP team was formed in the 
elementary school. All students of Aomori taking the 21st century make progress more, then JUMP 
team takes a wish to want them to do "a jump". And the English initial of "prevention of juvenile 
delinquency" CT uvenile delinquency, Misconduct, Prevention), and was named. The activity contents 
work on greetings, prevention of bicycle theft enlightenment activity, environment beautification 
activity, information exchange activity, prevention of delinquency public information enlightenment 
activity. 
<Method and result> 
I carried out questionnaire, hearing investigation targeted for a high school student and teacher 
from July through October in 2016. 
The main results were as follows: As the present conditions about the JUMP team, the student 
of 70% understood knowing the existence of JUMP team particularly that the recognition of the 
girl was high. About an activity effect, the student who continued to a high school student since a 
primary school. and was active. it was shown self-contentment basing on self-acceptance. And itwas 
also showed that consciousness was high about traffic manner violation. 
<Suggestion> 
I suggested two points for the activation of JUMP team. The first is clarification of the activity 
purpose. Various activity is developed, but it is necessary to make a purpose of the activity clear some 
other time. The recognition of JUMP team is coming to staying, therefore it is demanded to reconsider 
the purpose. I thought that the stage to plan qualitative deepening from quantitative expansion. The 
second is reconsideration of the ways of the activity. It is good to develop the activity that the police 
cooperated with a high school. but is a problem when the relationship of both becomes "dependence". 
High school student would be able to carry out a more effective activity while respecting their own 










表 1 協議会への加入状況及び学校警察連絡制度の活用状況等（単位：％）--加入済み 青森県 未加入理由小学校 96.9 90.3 • そのような協議会があることを承知していない (19.2)
中学校 97.1 90.8 • 加人したいが．どこと連絡を取ればよいか分からない (8.9)
協議会 森等学校 94.6 100.0 
・非行防止対策として警察と連携を図らなければならないよ
うな状況にない (49.3)
特別支援学校 87.8 0.0 ・個人の情報を外部機関と共有することに抵抗がある (4.1)
合計 96.4 88.5 • その他 (5.5)--活用している 青森県 活用していない理由• そのような制度があることを承知していない (17.1)
• 制度を活用したいが， どこと連絡を取ればよいか分からな
し、 (6.1)






犯罪行為又は不良行為を行った児童生徒 88.8 94.0 
非行集団に加入している又は非行集団から勧誘されている児童生徒 76.4 91.0 
いじめ，虎待を受けている児童生徒 75.l 88.0 
自殺又は自傷行為の可能性がある児童生徒 67.9 84.6 
犯罪被害に遭うおそれのある児童生徒 75.3 91.7 
長期にわたり連絡の取れない又は居所不明の児童生徒 65.8 77.3 











































































































































































'-,'/': - --こ—～―--" - 参加校・人数
・.・.・ ,• .. 、.・.. こ••. • •.• ～・→～．テ.． . ・．．ーマ
7月24日（金） 青森プロック ねぶたの家ワ・ラッセ 23校 ・83名 「STOPネットトラプル」～
2015年度 7月29日（水） 五所川原ブロック 立侯武多の館 21校・ 77名 インターネットを安全・快
7月30日（木） むつプロック 下北文化会館 14校・ 68名 適に使用するために～
7月25日（月） 弘前プロック 青森県武道館 11校.84名
2016年度 7月26日（火） 八戸ブロック 八戸市公会堂 28校 ・114名 ネット未来創造プロジェクト
7月27日（水） 十和田ブロック 十和田市総合体育セン 15校 ・81名ター
7月258 (火） 五所川原プロック 五所川原市民学習情報 19校・ 59名センター
2017年度
7月26日（水） 青森ブロック ねぶたの家ワ・ラッセ 20校・ 79名 めざせ！情報モラルマスター























立甲田中学校JUMPチー ム）. --. ----. --. -. ------------. -・---. --. -.-------. - -—---
フィルタリングで子ども達を守ろう！ 子ども会との連携活動（黒石地
区少年警察ボランティア連絡会）












・・-・--・--------・・・----- -----・-・・・・・・・・- • ・--・-・・・・・・・・--------・. - --
小中野中JUMPチームJUMP活動（八戸市立小中野中学校JUMPチー ム）
----- -------囀・・-蝙...一--- -- ---------------------- ---------------
地域ふれあい事業“万引き防止こけし灯籠づくり”～万引きゼロを願って
～（黒石地区少年警察ボランティア連絡会）... --・・ ・・・・- - ----. 一—- -. -. -. -----. -. -―--・------
青森公立大学 自転車盗被害抑止活動～校内自転車ツーロック率UP大作戦！！（弘前エ
業高等学校JUMPチー ム）






. . . ・・・・--・-・・-. . -・・-・---・・・・・・・・・・-・-・・・・・-・-・・. . ---・.. . .. . -
テーマ：東北ワースト 1位からの脱却～私たちにできることとは？～
【活動事例発表】






















































































年度 登録 登録 結成率 児童 登録 登録 結成率 生徒 登録 登録 結成率 生徒学校数 児童数 （％） 登録率 学校数 生徒数 （％） 登録率 学校数 生徒数 （％） 登録率（校） （人） （％） （校） （人） (%) （校） （人） (%) 
1999 79 539 41.1 1.0 51 338 56.0 0.6 
2000 175 13.16 91.1 2.5 90 704 98.9 1.3 
2001 178 1327 92.2 2.6 91 810 100.0 1.5 
2002 178 1857 94.1 3.8 91 1009 100.0 1.9 
2003 181 2150 96.7 4.6 88 1196 100.0 2.4 
2004 180 2199 96.7 4.8 89 1157 100.0 2.4 
2005 175 2176 98.3 4.8 88 1149 98.9 2.5 
2006 175 2176 100.0 4.9 88 1148 100.0 2.6 
2007 178 2813 100.0 6.4 87 1192 100.0 2.8 
2008 174 2692 99.4 6.2 87 1221 100.0 2.9 
2009 172 2587 99.4 6.1 87 1177 100.0 2.8 
2010 172 2556 100.0 6.2 85 1261 100.0 3.0 
2011 57 811 17.1 1.1 171 2437 100.0 6.0 84 1258 100.0 3.1 
2012 226 3246 70.0 4.7 170 2540 100.0 6.5 84 1270 100.0 3.2 
2013 303 3986 95.9 5.9 169 2506 100.0 6.5 80 1118 100.0 2.9 
2014 307 3984 99.0 6.1 168 2457 100.0 6.6 80 1144 100.0 3.0 
2015 302 4079 100.0 6.5 165 2242 100.0 6.1 78 1194 100.0 3.1 
2016 293 3918 100.0 6.5 165 2347 100.0 6.6 78 1190 100.0 3.2 



























































































































~ 高校生調査 教員調査 保護者小学校 中学校 高等学校 調査1985年 1992年 1994年 1995年
小さいころからボランティア活動になじませる 19.3 35.1 41.8 37.4 37.0 36.1 
活動について保護者の理解を深める 3.7 4.6 3.2 4.9 1.8 10.7 
活動について先生の理解を深める 2.0 2.7 3.0 1.7 12 2.7 
活動について高校生の理解を深める 19.3 36.8 9.7 8.9 10.5 30.9 
他校の生徒と交流できるようにする 30.6 27.9 
活動に関する学習の機会（養成講座等）を多くする 16.7 27.0 1.5 12.1 12.9 30.9 
活動のための費用や用具を援助する 12.5 13.4 2.8 0.9 3.6 10.9 
活動に関する情報や資料を提供する 22.1 412 9.7 10.3 8.4 26.6 
活動に関する社会的評価を高める 31.3 7.5 1.2 12.3 15.5 












































































全体 男子 女子 1年生・ 2年生 3年生
はい 9.8 10.3 9.3 16.8 8.6 3.7 
小学生時
いいえ 89.7 83.2 96.3 90.2 90.7 91.4 
中学生時
はい 23.4 21.9 24.7 24.1 23.8 22.3 
いいえ 76.6 78.1 75.3 75.9 76.2 77.7 
現在活動している 2.2 3.0 1.5 3.2 2.4 0.9 
高校生時 過去に活動していたが．今は活動していない 4.8 5.6 4.1 3.6 3.3 7.4 





























(2) = 101.54, p<.001), 「自転車盗難防止活動」 (x只2)=71.08, p<.001), 「非行防止キャンペーン」 (x2(2) 
=90.42, P<.001), 「いじめ撲滅キャンペーン」(x2(2) =22.44, p<.001)で最も多かった。「断続群」は，










1. 万引き防止啓発活動 43.6 62.5 9.9 
2. 自転車盗難防止活動 16.6 62.5 2.9 
3. 非行防止キャンペーン 42.0 50.0 9.9 
4. 薬物乱用防止キャンペーン 26.5 25.0 11.0 
5. いじめ撲滅キャンペーン 19.9 37.5 8.1 
6. あいさつ運動 86.7 75.0 64.5 




























































断続群 継続群 なし群 F値 多重比較
(1)積極的に周りの人と関わりをもつことができている 3.66 (1.06) 3.75 (1.17) 3.73 (1.09) 0.32 
(2)全体的に他人を信じることができている 3.35 (1.14) 3.63 (1.60) 3.63 (1.08) 5.31" 断続群くなし群
(3)人のためになることを稽極的にすることができている 3.66 (0.88) 4.00 (0.76) 3.62 (0.94) 0.64 
(4)今自分がいるグループや集団に自主的に加わっている 3.76 (1.06) 3.75 (1.58) 3.85 (1.06) 0.51 
(5)今の自分に満足している 3.01 (1.13) 3.00 (1.60) 3.11 (1.18) 0.27 
(6)進んで人の役に立つことをすることができている 3.45 (0.97) 4.13 (0.99) 3.43 (0.99) 2.02 
(7)今の自分を大切にしている 3.63 (1.05) 3.88 (1.13) 3.71 (1.05) 0.60 
(8)自分が今いるグループや集団の人たちを信頻することができている 3.81 (1.07) 3.13 (1.89) 4.06 (1.04) 5.57" 断続群くなし群，継続群くなし群
(9) 自分から進んで人の輪の中に入ることができている 3.55 (1.12) 3.13 (1.46) 3.62 (1.16) 1.07 
(10)欠点も含めて自分のことが好きだ 2.87 (1.23) 3.50 (1.31) 3.04 (1.19) 2.68 
(11) 自分から進んで人と1言頼関係をつくることができている 3.51 (1.11) 3.75 (1.49) 3.62 (1.07) 1.35 
(12)周囲の人々のために自主的に行動することができている 3.48 (1.00) 4.00 (0.93) 3.58 (1.02) 1.82 
(13) 自分が今いるグループや集団の一員であることを実感している 3.71 (1.05) 3.25 (1.67) 3.88 (1.05) 2.95 
(14)頼りにできる人がいる 4.14 (1.00) 3.88 (1.55) 4.24 (1.03) 1.15 
(15) 自分には何かしら誇れるものがある 3.45 (1.23) 3.63 (1.77) 3.62 (1.19) 1.41 
(16)困っている人に対して積極的に手助けすることができている 3.76 (1.00) 3.88 (0.84) 3.84 (0.96) 1.13 
(17) 自分が集団や社会のメンバーであるという自覚がある 3.73 (1.03) 4.00 (1.07) 3.85 (1.03) 0.87 
(18)誰に対しても思いやりをもって接することができている 3.73 (0.94) 3.75 (0.89) 3.87 (0.98) 1.33 
(19) 自分自身に納得している 3.08 (1.15) 3.63 (1.30) 3.29 (1.13) 2.55 
(20)他人のためでも自ら進んで力を尽くすことができている 3.67 (0.93) 3.88 (1.13) 3.69 (1.02) 0.32 
(21)他人は自分をだましたりはしないと感じることができている 3.20 (1.20) 3.25 (1.67) 3.36 (1.16) 2.07 
(22) 自分で自分自身を認めることができている 3.27 (1.15) 3.63 (1.41) 3.41 (1.11) 1.66 
(23)周囲の人との活動に積極的に参加している 3.57 (1.06) 3.63 (1.51) 3.62 (1.07) 0.17 




"p<.01 : 自由度はいずれも (2,642) N 
： 
212 













と感じますか」で．「まったく感じない」 1点．「あまり感じない」 2点．「どちらともいえない」 3点，





















断続群 継続群 なし群 F値多重比較
(1)空き缶をポイ捨てすること 4.24 (1.01) 4.00 (1.41) 4.41 (0.83) 2.32 
(2) ごみを分別せずに捨てること 3.82 (1.04) 3.75 (1.39) 4.02 (0.94) 2.52 
(3)公衆トイレに落魯きをすること 4.30 (1.06) 4.00 (1.41) 4.41 (0.91) 1.36 
(4)散歩させている犬のフンを始末しないこと 4.69 (0.65) 4.50 (0.76) 4.72 (0.62) 0.45 
(5)路上にかんだガムを捨てること 4.62 (0.70) 4.50 (0.76) 4.65 (0.71) 0.16 
(6)駅や学校付近で，指定された区域以外に自転車等を龍くこと 3.69 (l.ll) 3.50 (1.51) 3.68 (1.07) 0.13 
(7)電車やバスの中で，グループの人同士が大きな声でおしゃべりをすること 4.43 (0.86) 4.38 (1.06) 4.45 (0.85) 0.06 
(8)電車やバスなどで，混んでいるのに席をつめないこと 4.44 (0.92) 4.38 (1.19) 4.51 (0.81) 0.31 
(9)電車やバスの中で携帯電話をかけること 4.09 (1.08) 3.88 (1.36) 4.06 (1.13) 0.22 
(10)電車やバスに乗るために．並んで待っている人たちの横から割り込もうとすること 4.77 (0.57) 4.75 (0.71) 4.80 (0.54) 0.16 
(11) 自転車に乗りながら，あるいは歩きながら携帝電話をかけること 3.57 (1.20) 3.50 (1.31) 3.73 (1.12) 1.17 
(12)交通盤の多い場所で，並列して自転車に乗っていること 4.21 (1.04) 4.50 (0.76) 4.26 (0.92) 0.73 
(13)人通りの激しい場所で，グループが横になって歩くこと 4.48 (0.84) 4.75 (0.71) 4.53 (0.76) 0.73 
(14)夜，無灯火のままで自転車にのること 3.96 (1.08) 3.63 (1.51) 4.00 (1.10) 0.45 
(15)他人の自転車を倒してそのままにすること 4.47 (0.88) 4.50 (0.93) 4.59 (0.74) 1.37 
(16) コンピニの前にたむろして，話をしていること 3.93 (1.17) 3.75 (1.28) 3.95 (1.10) 0.12 
(17)火事や交通事故の現場を見に行くこと 3.30 (1.29) 3.63 (1.30) 3.39 (1.21) 0.82 
(18)混雑しているレストランで，荷物だけを先に悟いて席取りすること 3.71 (1.26) 3.63 (1.60) 3.73 (1.20) 0.06 
(19)バイキング形式の食事で，食べきれないほどの料理をとってきて残すこと 4.03 (1.01) 3.63 (1.06) 4.06 (1.08) 0.69 
(20)一度手にした商品を元の場所に戻さないこと 4.12 (1.11) 3.63 (1.30) 4.10 (1.00) 0.87 
(21)病院．映画館． レストランなどで大きな声をだしたり笑ったりすること 4.56 (0.73) 4.63 (0.74) 4.56 (0.76) 0.04 
(22)夜中に近所へ聞こえるほどの大きな音で音楽を聴くこと 4.38 (0.95) 4.00 (1.51) 4.49 (0.83) 2.24 
(23)間違い電話をかけてもあやまらずに切ってしまうこと 3.84 (1.20) 3.38 (1.51) 4.01 (1.14) 2.86 
(24)買う気がないのに、本歴で立ち読みをすること 2.98 (1.21) 3.25 (1.39) 2.97 (1.27) 0.21 
(25)友達に「お金を貸して」と頼むこと 3.38 (1.25) 3.13 (1.36) 3.53 (1.24) 0.79 
(26)授業や講演会などで，携帯電話のスイッチを切らなかったり．マナーモードにしないこと 3.99 (1.14) 4.00 (1.41) 4.03 (1.15) 0.04 
(27)授業中に．授業と関係のないことを友達としゃべること 3.38 (1.22) 3.88 (1.13) 3.63 (1.13) 2.57 
(28)授業や講演会が始まっていても，音を立てて入ってくること 4.09 (1.06) 4.38 (0.92) 4.13 (1.03) 0.28 

























警察に対するイメージについて，「親切な (1点）～不親切な (5点）」「頼もしい (1点）～頼りない












断続群 継続群 なし群 F値 多重比較
親切な (1)~不親切な (5) 2.46 (1.05) 2.63 (1.19) 2.33 (1.04) 1.28 
頼もしい (1)-頼りない (5) 2.45 (1.19) 2.63 (1.19) 2.37 (1.16) 0.44 
優しい (1)~厳しい (5) 2.79 (1.19) 3.13 (1.36) 2.59 (1.16) 2.50 
陽気な (1)~陰気な (5) 3.01 (0.93) 3.13 (0.84) 2.89 (0.94) 1.21 















































年 1俣81999 2000 2001 鴎 22003 2004 2005 細 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 
185 116 170 96 76 135 124 86 106 81 75 97 92 84 70 53 32 47 44 
小学生
(0.19) (0.12) (0.19) (0.1) (0.09) (0.15) (0.14) (0.10) (0.13) (0.10) (0.09) (0.13) (0.12) (0.12) (0.10) (0.08) (0.05) (0.07) (0.07) 
1047 773 697 711 688 811 694 560 643 612 501 491 536 412 281 218 198 120 llO 
中学生
(1.83) (1.39) (1.32) (1.40) (1.42) (1.75) (1.52) (125) (1.4) (1.39) (1.16) (1.15) (1.30) (1.02) (0.71) (0.57) (0.53) (0.3) (0.31) 
696 598 498 789 803 732 605 485 426 374 407 328 338 302 279 170 124 lll 75 
高校生
(1.18) (1.08) (0.90) (1.47) (1.54) (1.47) (126) (1.05) (0.96) (0.87) (0.96) (0.78) (0.81) (0.74) (0.70) (0.4) (0.32) (029) (020) 
（出所）上段（人数）：青森県警察本部少年課資料，下段(%):筆者が各年度学校基本調査のデータから算出
(2)教育委員会等の調査結果（経年比較） (20) 
「ボランティア活動したことがない」割合をみると， 1985年調査74.0%, 1992年調査73.5%で， 7割














活動の情報（チラシや情報誌など）がない 22.7 14.2 
仲間がいないから 5.9 
仲間不在 いっしょに活動する仲間がいなかったから 13.1 
誘ってくれる仲間がいない 6.5 5.6 
それほど興味のあるものでもないから 33.0 
興味不足 それほど興味がなかったから 51.9 































＇ 全体 1 男+ I 女子 I 1年生 12年生 I3年生
はい
どちらともいえない





























































































容認度との関係ー」「福岡県立大学人間社会学部紀要」 15(1). 2006, 85-91頁

























(18) 山本俊哉「安全•安心のまちづくり」「ビギナーズ犯罪学」成文堂. 2016, 431-432頁
(19)冨田信穂「警察に対する高校生の態度ー北米における決定因子に関する諸研究との比較を中心として一」「犯
罪社会学研究」 16,1991. 108-122頁
(20) 1985年と 1992年のデータは前掲 (14)による。 2012年と 2014年のデータは各々下記による。
•青森県「「青少年の意識に関する調査」平成 24 年度結果報告書」 2013
•青森県「「青少年の意識に関する調査」平成 26 年度結果報告書」 2015
［付記］ 調査にご協力いただいた高等学校の先生方•生徒の皆さん．警察関係職員の皆さまに記して感謝申し上
げる。なお．本研究はJSPS科研費16K04782の助成を受けたものである。
